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集合 E = [d] = {1, . . . , d} と E の r 個の元からなる部分集合の集合 (∅ ̸=)B =

{B1, . . . , Bn} ⊂ 2Eに対し, M = (E,B)がマトロイドであるとは

• 任意の x ∈ Bi \ Bj ∈ B (1 ≤ ∀i, j ≤ n)に対し, (Bi ∪ {y}) \ {x} ∈ Bとなる
y ∈ Bj \Biが存在する.

を満たすときにいう. Kを体とし, K[X] = K[x1, . . . , xn], K[S] = K[s1, . . . , sd]を多項
式環とする. このとき, 環準同型写像πMを

πM : K[X] → K[S] xi 7→
∏
l∈Bi

sl

と定義する. このπMの核ker(πM)をMのトーリックイデアルといい, IMと表す. この
IMに関し, 以下の予想が存在する:

Conjecture 1. すべてのマトロイドMに対し

• IMは２次生成

• IMは２次グレブナー基底をもつ

本講演では Conjecture 1の部分的な解決と２つのマトロイドを組み合わせたときに
組み合わせたマトロイドのトーリックイデアルの生成系, グレブナー基底がどのように
なるのか講演する.
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